


















































＜グランプリ＞　

氏名・団体名 成　　　　果 分野

迫田
さこだ

　岳
たけおみ

臣

・高梁市成羽美術館「迫田岳臣 古代ガラス復元への挑戦」展の開催
・古代ガラス復元技法をまとめた記録集を刊行
・第76回正倉院展に「瑠璃・小尺・魚形」の再現模造品を出陳

美術

田畑
たばた　

　音葉
おとは

・第30回ヨハネス・ブラームス国際コンクール　ヴィオラ部門　第3位受賞 洋楽

・全国高等学校ダンスドリル選手権大会2024
　  HIPHOP女子部門small編成第1位、GRAND ACHIEVEMENT AWARD 第１位
・第16回全国高等学校ダンスドリル冬季大会
　  HIPHOP男女混成small編成　第1位、Mr.SOLO部門第１位、
　  HIPHOP男女混成small編成　団体総合第２位

舞踊

＜準グランプリ＞

氏名・団体名 成　　　　果 分野

入海 湖々
いるみ　　ここ ・第78回全日本学生音楽コンクール全国大会フルート部門

 　 中学校の部　第１位
洋楽

小野　玲華
おの　　　れいか

(本名：小野
おの

　玲子
れいこ

)

・第11回日展第5科特選 美術

近藤　正彦
こんどう　　まさひこ

・第52回伝統工芸陶芸部会展　日本工芸会会長賞 美術

・第36回全日本高校・大学ダンスフェスティバル　特別賞
・チアリーディング日本選手権大会チアダンスシニア部門　優勝
・第24回中国四国チアリーディング選手権大会チアダンス競技　総合優勝

舞踊

・第36回全日本高校・大学ダンスフェスティバル　特別賞
・第27回アーティスティック・ムーブメント・イン・トヤマ（ART.M）2024　特別賞

舞踊

・第19回全国高校生＜書道＞S-1グランプリ　グランプリ
・第36回高等学校揮毫大会　最優秀団体校賞
・第29回全日本高校・大学生書道展　全国第4位
・第33回国際高校生選抜書展　中国地区優勝

美術

＜ジュニア奨励賞＞　

氏名・団体名 成　　　　果 分野

赤木
あかぎ

　進次郎
しんじろう

・第29回全日本高校大学生書道展　漢字部　書道展大賞
・第55回近江神宮全国献書大会高等学校の部　文部科学大臣賞
・第13回全国書写書道総合大会令和6年度全国学生書写書道展
　　中学生～大学生の部　文部科学大臣賞

美術

桒原
くわはら

　里歩
り ほ ・第48回全国学生書写書道展　文部科学大臣賞

・第40回全国書き初め展覧会　文部科学大臣賞
美術

齋藤
さいとう

　つむぎ ・第36回全日本高校デザイン・イラスト展　経済産業大臣賞 美術

髙
たかまつ

松　正風
まさかぜ ・第78回全日本学生音楽コンクール全国大会声楽部門高校生の部　第３位

・第25回「高校生のための歌曲コンクール」本選　優秀賞
洋楽

渡邉
わたなべ

　怜王
れお

・第26回ショパン国際ピアノコンクールinASIA
　　アジア大会小学5・6年生部門　金賞
・第26回ショパン国際ピアノコンクールinASIA
　　オンライン決勝大会小学5・6年生部門　金賞
・第11回津山音楽コンクール　ピアノ5・6年生の部　1位

洋楽

・第72回全日本吹奏楽コンクール　金賞
・第48回全日本アンサンブルコンテスト　金賞

洋楽

・第14回全国中学校ダンスドリル選手権大会
　　HIPHOP女子部門Small編成　第1位
・第14回全国中学校ダンスドリル手権大会中国四国大会
　　HIPHOP女子部門Small編成 第1位

舞踊

＜地域貢献賞＞

分野

邦楽

総合

（個人・団体別、五十音順）

創志学園高等学校ダンス部

第26回岡山芸術文化賞　受賞者（令和７年７月表彰）

IPU・環太平洋大学ダンス部

明誠学院高等学校書道部

明治36年生田流筝曲の発展と師匠の養成を目的に「音楽奨励会」として岡山に創設。大正
２年に「関西音楽指針会」に改名。日本音楽の研究を行い、広く普及を図ることを目的と
して年２回の演奏会を実施していたが、昭和58年からは会員減少に伴い春季だけの開催に
なる。会員は目の不自由な人も多く、会長として頑張られる程の卓越した能力の先人も数
多く輩出。コロナ以後も次世代へ継げる一環として和楽器出前講座を含め地域おこし事業
等にも積極的に参加。

一般社団法人関西音楽指針会

岡山学芸館高等学校吹奏楽部

岡山市立芳泉中学校ダンス部

地域貢献の概要

「勝山のお雛まつり」は、平成11年に始まり、令和7年で27回目を迎えた。勝山町並み保
存地区の民家や商家の軒先に飾られたお雛様を眺めて楽しむ中で、歴史的建築物を活かし
たしつらえやおもてなしなどの日本文化の継承と普及に努めている。ピーク時にはお雛ま
つり５日間に４万人の方が来場した。令和7年は、フォトコンテスト、スタンプラリー、
お雛BOX展示を企画した。ボランティアで地元中高生が毎年、参加している。令和７年は
小中学校生が授業の一環でお雛まつりに参加した。

「勝山のお雛まつり」実行委員
会

岡山大学ダンス部

団　　体　　名



氏　名　・　団　体　名 成　　　果 分野

秋山　基夫
あきやま　　　　もとお

・第43回現代詩人賞（詩集『花下一睡』） 文芸

米田　覚士
よねだ　　　　　さとし

・第59回ブザンソン国際若手指揮者コンクール優勝 洋楽

明誠学院高等学校
書道部

・第20回全国高校生＜書道＞S-1グランプリ　第１位
・第30回全日本高校・大学生書道展　優秀校２位
・第34回国際高校生選抜書展　全国準優勝
・第37回高等学校揮毫大会　優秀団体校賞

美術

氏　名　・　団　体　名 成　　　果 分野

池上
いけがみ

　わかな ・第118回日展　洋画部門　会員賞 美術

櫛田
くしだ

　祥光
よしみつ

・ﾛﾝﾄﾞﾝ名門The Coronet Theatre 共同制作2025 単独公演
・近代能楽集2026年 三島由紀夫原作｢葵上｣演出振付
・劇場文化と舞踊団の未来について 2026年 舞踊団を主宰する舞踊家として登壇

舞踊

角　ひろみ
すみ　 ・2025年度福武教育文化賞受賞

・岡山芸術創造劇場「劇作家フェスティバル2025げきじゃ！」運営委員長
演劇

徳田　旭昭
とくだ　　　　　　てるあき ・第94回日本音楽コンクール作曲部門　第１位、明治安田賞、三善賞

・徳田旭昭　声の作品展開催
洋楽

ＩＰＵ・環太平洋大学
ダンス部

・第12回世界選手権大会　ﾁｱﾀﾞﾝｽﾁｰﾑ部門優勝／ｱｰﾊﾞﾝﾀﾞﾝｽﾀﾞﾌﾞﾙｽ部門優勝
・JAPAN CUPチアリーディング日本選手権大会　総合優勝
・第37回全日本高校・大学ダンスフェスティバル　特別賞

舞踊

｢PROCESSION
プロセッション

｣

プロジェクトチーム

・カンヌコーポレートメディア＆TVアワード2025　ｳｪﾌﾞﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ部門　金賞
・　　　　　〃　　　　　　　　　　　　ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ･ｱｰﾄ･音楽･文化部門　金賞

総合

氏　名　・　団　体　名 成　　　果 分野

大森　奏和
おおもり　　　　かなと ・第49回　ピティナ・ピアノコンペティション全国大会

　B級（ソロ部門・小学4年生以下）金賞
洋楽

小月　逸朗
おづき　　　　　いちろう ・第19回ベーテン音楽コンクール　自由曲コース小学5･6年生の部　第1位

・2025年ピティナ・ピアノコンペティション　西日本EF級1地区F級(高3以下)　本選優秀賞
洋楽

黒田　真未
くろだ　　　　　　まみ ・第49回　全国高等学校総合文化祭　美術・工芸部門　奨励賞

・第37回　全日本高校デザイン・イラスト展　内閣総理大臣賞（第１位）
美術

寺石　有希奈
てらいし　　　　　ゆきな

・第40回全国高等学校文芸コンクール俳句部門　優秀賞 文芸

三村
みむら

　ゆう

・日本郷土民謡協会広島県地区第38回大会　総合優勝
・第37回下津井節全国大会　総合優勝
・日本民謡協会民謡民舞中国連合大会　成青年部　優勝

邦楽

渡邉　晴乃
わたなべ　　　はるの

・New York Golden classical Music Awards International Competition
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13～15歳部門　第１位
・玉島ライオンズクラブ認証７０周年記念コンサート　出演（ソリスト）

洋楽

岡山学芸館高等学校
吹奏楽部

・第73回全日本吹奏楽コンクール高等学校の部　金賞
・第49回全日本アンサンブルコンテスト高等学校の部　金賞

洋楽

氏　名　・　団　体　名 成　　　果 分野

小澤
おざわ

　尚子
しょうこ

　現代舞踊フェスティバルにて「チャコット賞」受賞等、舞踊家として高い表現力を有する。
　2015年より環太平洋大学ダンス部監督として、岡山ゆかりの歴史・芸術をテーマに創作活動を行
い、指導者賞を多数受賞。ハレノワでの公演では年間約2,000人を動員し、地域文化を芸術へと昇華
させている。その功績が認められ、2025年に福武教育文化賞を受賞した。
　地域スポーツクラブでは、学生が指導を担いつつ世界選手権出場など高い競技力と地域貢献を両
立。この「人材循環モデル」構築の取り組みは大学スポーツ協会（UNIVAS）からも優秀取組賞として
評価された。
　現在は公共劇場との連携による世代間交流を推進し、教育・福祉・芸術を融合させた地域密着型の
アウトリーチ活動を深化させ、持続的な文化振興に寄与している。

舞踊

公益財団法人
倉敷天文台

　(公財)倉敷天文台は、日本初の民間・公開天文台として1926年に誕生して以降、100年間にわたり
天文教育普及活動を展開してきた。
　市民に無料で開放され、数多くの彗星・新星を発見した本田實氏ら多くのアマチュア天文家による
長年の活動を通じ、多くの子供たちに星空の魅力を伝え、後進を育成してきた。
　地域のボランティアの人たちと連携して、年間を通じて天体観望会などを実施しており、2026年3
月5日、日本天文学会から天文教育普及賞を受賞した。

総合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（個人・団体別、50音順）　　　

第27回岡山芸術文化賞　受賞者（令和８年８月表彰）

＜グランプリ＞

＜準グランプリ＞

＜ジュニア奨励賞＞

＜地域貢献賞＞


